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PI 陽性となった。以上の結果よりこのシステムにより虚血細胞に対しては細胞内 ATP の低下を伴う虚血障害が加わ
っていると考えられた。細胞質内及び核内の遊離カルシウム濃度は非虚血還流下においては変化を認めなかったが、
虚血下では虚血開始後 5 分より細胞内及び核内遊離カルシウム濃度の上昇が認められ、 15分後に最高値に達し、それぞ










カルシウム蛍光色素である fluo-3 で細胞を標識した後、細胞の虚血障害を確認するため細胞形態ならびに ATP 欠
乏の指標であるミトコンドリア膜電位を同時に観察した。
細胞内カルシウム濃度は虚血開始後より上昇開始し、 15分後には最高値に達した後、次第に低下した。ミトコンドリ
ア膜電位は虚血開始後10分後より著明に低下、 30分後にはほぼ消失し、細胞に虚血障害による ATP 欠乏が起こってい
ることが示唆された。プレプ形成はカルシウム濃度が上昇した 15分後より見られはじめ、以降次第に増加した。また局
所カルシウム濃度上昇がプレプ形成に先行し、細胞内局所でのカルシウム濃度上昇がプレプ形成に重要な働きをして
いると考えられた。
本研究にはこれまでプレプ形成にカルシウムが重要な働きをしていることに加え、局所カルシウム濃度がプレプ形
成に関与していることを示したものであり、学位に値する業績と考える。
